
 

 

 

 

 

 

今年の冬は寒気と暖気が入れ替わる日が多く、寒暖差が例

年以上に感じられました。皆さまには体調管理にご苦労も多

かったことと思います。 

今年度もあっという間に終わりを迎えようとしています。

３月は卒業式の季節でもあります。３月５日（木）に高等部

の卒業式、1２日（木）には小学部・中学部の卒業式が行われ

ます。卒業生の皆さんにとって、思い出に残るかけがえのな

い卒業式になることを願っております。 

本年度、本校では「対話」「心理的安全性」「人権尊重」を教育の中心に据え、教育活動に

取り組んでまいりました。 

「対話」は、相手の存在を認め、理解し合おうとするものです。その積み重ねが、子どもた

ちにとっての「心理的安全性」を高め、一人ひとりが安心して自分を表現できる学びの場へと

つながっていくと考えております。 

教職員におきましても、日々の実践を振り返り、支援の在り方等を検討する際には、対話を

通じて互いの視点や経験、強みを共有し「人権尊重」の理念を改めて確かめながら教育活動に

取り組んでまいりました。教職員は子どもたちの伴走者であり「子どもの手本は教職員であ

る」という考えのもと、日々の挨拶やマナーといった行動や、お互いの強みや良い点を確認し

ながらの対話に根ざした協働こそが、子どもたちの成長を支える重要な基盤であると実感して

おります。 

日々の教育活動において、子どもたちや教職員の皆さんが「対話」し、お互いを大切にして

「人権尊重」しながら、自身の思いや考えを言葉や行動で表現する場面に出会うたびに、喜び

を感じております。 

また、本年度をもちまして、本校分教室が閉室となります。長きにわたり地域に支えられ、

多くの生徒の学びを支えてきた分教室の歴史は、数々の「対話」により紡がれてきたものでも

あります。これまで関わってくださった皆様に対し、心より感謝申し上げますとともに、その

歩みは本校の教育実践の中に引き継いでまいります。 

最後になりましたが、保護者の皆様には、日々のご家庭での励ましや学校行事へのご支援な

ど、学校とご家庭の「対話」を大切にしてくださり１年間大変お世話になりありがとうござい

ました。 

来年度も子どもたちの「やさしい心 元気なからだ つよい絆」を育み、「対話」しながら

成長できるように、教職員一丸となってチームとして教育活動に取り組んでまいります。引き

続き、本校教育活動に一層のご理解、ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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こやの里マークのある日は、「こやデー」

新年度も金曜日を「こやデー」とよび、教職員は

18時には退勤する取組を続けてまいります。教職

員の勤務時間の適正化を図り、身も心もより元気

に子どもたちとともに過ごせるよう、努めてまい

りますので、新年度もよろしくお願いいたします。


